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主な内容
こんなことが決まりました

市政のここが聞きたい

予算審査特別委員会

政務調査費の使途報告

委員会活動

傍聴席

編集後記

留萌市議会だより
一
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
で
改
革
を

求
め
て
き
た
「
職
員
給
与
体
系
」

と
「
特
殊
勤
務
手
当
て
」
の
見
直

し
が
実
行
さ
れ
る
。
合
わ
せ
て
市

長
自
身
の
改
革
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
取
組
み

内
容
と
こ
の
「
改
革
」
に
よ
る
今

後
五
年
間
の
再
建
計
画
に
影
響
す

る
効
果
額
を
伺
い
た
い
。

二
、
昨
年
六
月
、
国
は
「
食
育
基

本
法
」
を
制
定
し
今
後
五
年
以
内

に
地
方
自
治
体
の
「
推
進
計
画
」

策
定
を
求
め
て
い
る
。「
食
育
」
は

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
市
民
の

健
康
に
関
わ
る
重
要
事
項
だ
。
留

萌
市
独
自
の
「
市
民
が
一
体
と
な

る
」
行
動
計
画
を
策
定
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

噛

天
谷
孝
行
議
員
へ
の
答
弁

一
、
職
員
給
与
体
系
は
今
議
会
で

給
与
条
例
改
正
を
提
案
す
る
。
特

殊
勤
務
手
当
の
削
減
に
つ
い
て
も

職
員
団
体
の
理
解
を
得
て
改
正
す

る
段
階
に
あ
る
。
人
件
費
抑
制
に

よ
る
累
積
効
果
額
は
、
職
員
数
抑

制
、
特
別
職
・
一
般
職
の
給
与
の

独
自
削
減
等
で
三
十
四
億
七
千
万

円
程
度
・
市
長
公
宅
の
未
使
用
、

市
長
公
用
車
の
使
用
抑
制
な
ど
の

効
果
を
加
え
る
と
、
累
積
で
約
三

十
五
億
円
の
削
減
効
果
に
な
る
。

二
、
食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、

市
と
し
て
も
地
域
で
効
果
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
地
方
公
共
団
体
、

農
林
漁
業
・
職
員
採
用
・
学
校
教

育
・
栄
養
保
健
行
政
等
の
関
係
者

が
各
分
野
並
び
に
分
野
間
で
連
携

を
図
り
、
市
民
運
動
と
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
、
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
市
立

病
院
「
経
営
健
全
化
計
画
」
が
策

定
さ
れ
て
い
る
が
、
全
面
的
な
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
臨
床

研
修
医
制
度
の
実
施
に
よ
り
深
刻

化
す
る
医
師
不
足
の
中
で
の
医
師

の
確
保
や
、
地
域
医
療
を
担
う
中

核
病
院
と
し
て
、
医
療
連
携
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

業
務
の
効
率
化
の
た
め
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
む
中
で
、
健
全

化
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る
職
員

の
経
営
意
識
の
高
揚
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
。

二
、
市
長
は
「
道
の
駅
」
の
整
備

を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
。
留
萌
管

内
海
岸
線
の
国
道
を
「
日
本
海
オ

ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
」
と
呼
ん
で
食
と

観
光
に
よ
る
食
ロ
ー
ド
構
想
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
道
の
駅

と
結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
。

噛

近
藤
明
美
議
員
へ
の
答
弁

一
、
固
定
医
及
び
臨
床
研
修
医
の

確
保
が
、
病
院
の
健
全
経
営
の
基

本
条
件
で
あ
り
、
現
在
は
経
営
健

全
化
計
画
策
定
が
極
め
て
困
難
で

あ
る
。
医
療
連
携
も
、
第
四
次
医

療
制
度
改
革
で
は
、
病
院
完
結
型

の
医
療
か
ら
地
域
医
療
連
携
医
療

へ
と
い
う
医
療
提
供
体
制
が
大
き

く
変
わ
っ
た
。
専
門
的
な
経
験
を

持
っ
て
い
る
業
者
に
委
託
を
す
る

と
い
う
部
分
が
考
え
ら
れ
る
が
病

院
経
営
に
つ
い
て
職
員
の
中
か
ら

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

二
、
景
観
や
中
心
市
街
地
へ
の
誘

導
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
道
の

駅
を
設
置
す
る
の
が
一
番
効
果
的

な
の
か
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
る
。

一
、
災
害
弱
者
の
援
護
情
報
の
整

理
を
し
て
、
消
防
と
総
務
・
福
祉

が
連
携
し
伝
達
体
制
の
整
備
や
共

有
を
行
い
災
害
時
支
援
体
制
を
構

築
す
べ
き
だ
。
避
難
所
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
が
遅
れ
て
い
る
が
、
地
域

の
施
設
や
民
間
に
協
力
を
求
め
て

い
く
べ
き
だ
。
地
域
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
も
、
避
難
訓
練
や
防

災
マ
ッ
プ
作
り
を
行
う
べ
き
だ
。

二
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を
意
識

し
た
食
品
選
び
を
行
い
、
地
域
の

食
材
を
見
直
す
べ
き
だ
。
子
供
た

ち
の
給
食
に
地
元
食
材
を
使
う
た

め
に
契
約
栽
培
に
よ
る
生
産
を
地

元
の
農
業
関
係
者
と
協
議
す
べ
き

だ
。
旬
産
旬
消
と
い
う
日
本
の
食

文
化
を
食
育
教
育
に
よ
り
、
も
う

一
度
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

噛

菅
原
千
鶴
子
議
員
へ
の
答
弁

一
、
現
在
、
平
常
時
か
ら
支
援
対

策
を
確
保
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

な
い
。
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し

た
い
。
指
定
避
難
所
は
五
十
五
箇

所
中
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
い
る
施
設
は
十
施
設
、
民
間

関
係
事
業
者
の
協
力
を
求
め
て
い

く
な
ど
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

各
町
内
会
に
対
し
、
防
災
説
明
会

の
開
催
や
回
覧
等
に
よ
り
地
域
防

災
訓
練
の
実
施
を
呼
び
か
け
、
地

域
と
事
業
所
と
の
協
働
の
防
災
訓

練
の
実
施
も
模
索
し
て
い
き
た
い
。

二
、
給
食
に
は
で
き
る
限
り
季
節

に
応
じ
た
郷
土
料
理
を
取
り
入
れ
、

季
節
食
材
に
敏
感
な
食
生
活
で
日

本
の
文
化
な
ど
を
献
立
の
中
に
取

り
入
れ
て
、
食
習
慣
の
育
成
、
地

産
地
消
の
推
進
、
地
場
産
品
の
購

入
に
努
力
し
た
い
。

一
、
こ
の
計
画
は
平
成
十
四
年
に

策
定
さ
れ
た
が
今
ま
で
の
取
り
組

み
と
効
果
に
つ
い
て
。
商
工
会
議

所
と
留
萌
市
の
関
わ
り
分
担
に
つ

い
て
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

今
年
度
三
法
の
改
正
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
内
容
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

二
、
留
萌
市
昇
任
評
価
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
難
点
が
あ

る
が
、
改
善
す
る
必
要
性
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。
補
助
金
に
つ

い
て
も
判
り
づ
ら
い
の
で
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。
行
財
政
改
革
に

つ
い
て
職
員
に
ど
の
よ
う
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
の
か
。
更
に
職
員

の
勤
務
姿
勢
に
つ
い
て
ど
の
様
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
説
明
し

て
ほ
し
い
。

７

Ｑ天
谷　

孝
行
議
員

一
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
再
建

計
画
へ
の
効
果
に
つ
い
て

二
、
食
育
基
本
法
に
基
づ
く「
市
民

一
体
」の
計
画
策
定
に
つ
い
て

Ｑ近
藤　

明
美
議
員

一
、
市
立
病
院
の
「
経
営
健
全

化
計
画
」
に
つ
い
て

二
、「
道
の
駅
」に
関
す
る
取
組

み
に
つ
い
て

Ｑ菅
原
千
鶴
子
議
員

一
、
地
域
の
安
心
と
安
全
の
構
築

二
、
地
産
地
消
と
学
校
給
食

Ｑ江
澤　

順
次
議
員

一
、
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て

二
、
事
務
改
善
に
つ
い
て

問

議　　　　　案

焔平成１８年度留萌市一般会計補正予算（第２号）
焔平成１８年度留萌市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

焔留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更につい
て

焔留萌市事務分掌条例の一部を改正する条例制定に
ついて

焔留萌市一般職員給与条例の一部を改正する条例制
定について

焔留萌市職員退職手当支給条例の一部を改正する条
例制定について

焔留萌市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害
補償等に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

焔留萌市老人デイサービスセンター条例の一部を改
正する条例制定について

焔留萌市助役の選任について
焔留萌市公平委員会委員の選任について
焔留萌市議会条例の一部を改正する条例制定につい

て

意　　見　　書

焔｢ＪＲ不採用問題｣の早期全面解決を求める意見書
焔出資法の上限金利の引き下げ等、｢出資の受け入れ、

預り金及び金利等の取り締まりに関する法律｣及
び｢貸金業の規制等に関する法律｣の改正を求める
意見書

焔自治体財政の充実・強化を求める意見書

焔２００７年度国家予算編成における義務教育無償、義
務教育費国庫負担制度の堅持と負担率１／２復元
を求める意見書

焔医師・看護師等の大幅な増員を求める意見書
焔｢仕事と生活の調和推進基本法｣（仮称）の制定を

求める意見書
焔「がん対策推進法」（仮称）の早期制定を求める意

見書
焔自治体病院等における医師確保対策の充実を求め

る意見書
焔道路整備に関する意見書
焔基地対策予算の増額等を求める意見書

報　　　　　告

焔留萌市土地開発公社の平成１７年度決算に関する書
類の提出について

焔留萌港開発株式会社の平成１７年度決算に関する書
類及び平成１８年度事業計画に関する書類の提出に
ついて

焔平成１７年度留萌市繰越明許費繰越計算書について
焔平成１７年度留萌市水道事業会計予算繰越計算書に

ついて
焔専決処分の報告について（損害賠償について）
焔専決処分の報告について（留萌市税条例の一部を

改正する条例制定について）

陳　　　　　情

焔平成１８年度老人クラブ補助金に係る陳情について

第２回定例会（６月６日から６月１６日）で可決された議案（１１件）、報告（６件）、
陳情（１件）、意見書案（１０件）の主なものは次のとおりです。
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噛

江
澤
順
次
議
員
へ
の
答
弁

一
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
、
ま
ち

づ
く
り
基
本
調
査
を
実
施
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
三
法
改
正
予
定
と
い

う
状
況
下
で
商
工
会
議
所
等
と
連

携
し
、
土
地
利
用
の
見
直
し
や
中

心
市
街
地
内
へ
の
施
設
の
立
地
誘

導
等
の
施
策
を
、
関
係
機
関
と
取

り
組
み
を
目
指
し
た
い
。

二
、
人
事
考
課
制
度
が
未
成
熟
で

あ
り
見
直
し
が
必
要
な
時
期
に
来

て
い
る
。
補
助
金
等
交
付
規
則
を

制
定
し
、
適
正
に
運
用
し
て
い
る
。

補
助
金
の
見
直
し
は
所
管
課
が
補

助
団
体
に
対
し
て
協
議
を
し
た
。

行
財
政
改
革
の
徹
底
は
職
員
も
理

解
し
て
い
る
。
無
駄
を
省
き
、
予

算
の
執
行
の
抑
制
な
ど
、
財
源
確

保
に
最
大
限
努
力
す
る
こ
と
を
全

職
員
周
知
し
て
い
る
。

一
、
一
時
金
の
廃
止
を
含
め
た
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一

時
金
は
季
節
労
働
者
の
生
活
給
の

役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
廃
止
に

よ
る
影
響
は
大
き
い
ど
う
思
う
か
。

　

冬
期
雇
用
援
護
制
度
が
平
成
十

八
年
度
で
廃
止
さ
れ
る
。
制
度
の

存
続
・
改
善
が
必
要
だ
。
制
度
廃

止
に
伴
う
新
制
度
が
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

道
の
季
節
労
働
者
対
策
の
総
合

的
な
方
針
を
踏
ま
え
、
冬
期
間
の

雇
用
対
策
に
ど
う
取
組
む
の
か

二
、
市
政
執
行
方
針
で
地
域
雇
用

対
策
を
最
も
重
要
な
政
策
課
題
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
、
厚
労
省

が
進
め
る
地
域
雇
用
提
案
型
雇
用

促
進
事
業
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

噛

坂
本
守
正
議
員
へ
の
答
弁

一
、
政
府
と
し
て
特
別
会
計
の
整

理
統
合
に
関
す
る
法
律
を
平
成
十

九
年
に
提
出
と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
雇
用

の
受
け
皿
と
な
る
企
業
活
動
に
活

力
を
呼
び
戻
し
増
進
さ
せ
た
い
。

　

道
・
行
政
・
労
使
の
三
者
が
連

携
し
、
公
共
事
業
の
平
準
化
や
技

術
力
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
留

萌
市
に
と
っ
て
有
効
・
有
益
な
情

報
収
集
を
行
い
、
経
済
界
と
の
協

議
を
重
ね
進
め
た
い
。

二
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

企
業
や
経
済
界
が
負
担
や
責
任
を

共
有
し
、
一
体
と
な
る
こ
と
が
重

要
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
雇

用
機
会
の
創
出
、
産
業
連
携
の
促

進
、
創
業
企
業
、
事
業
拡
大
へ
の

支
援
や
地
場
産
業
の
再
生
・
振
興

を
掲
げ
て
取
り
組
む
。

一
、
全
国
的
に
は
色
々
な
形
の
住

民
自
治
組
織
が
あ
る
。「
子
供
の
笑

顔
が
広
が
る
、
市
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
に
も
、

ま
た
、
加
速
度
的
に
展
開
す
る
分

権
型
社
会
の
到
来
に
備
え
て
、
港

町
留
萌
な
ら
で
は
の
住
民
自
冶
組

織
を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

二
、「
協
働
の
ま
ち
作
り
」
を
推
進

す
る
た
め
、
住
民
と
職
員
が
と
も

に
手
を
携
え
て
地
域
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
地
域
担
当
職
員
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

噛

原
田
丈
三
議
員
へ
の
答
弁

一
、
住
民
の
意
識
を
行
政
に
反
映

さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
地
方
自
治

法
に
お
い
て
地
域
自
治
区
の
設
置

が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
自

治
組
織
が
最
大
限
に
機
能
を
発
揮

で
き
る
よ
う
な
エ
リ
ア
（
例
え
ば

小
学
校
区
単
位
、
ま
た
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
ー
セ
ン
タ
ー
の
単
位
）
な

ど
、
効
果
的
な
自
治
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
コ
ミ
セ
ン
運
営
協
議
会

や
関
係
町
内
会
の
意
見
を
参
考
に

検
討
し
た
い
。

二
、
例
と
し
て
は
、
市
内
を
小
学

校
区
程
度
に
分
割
し
、
そ
の
地
区

を
五
、
六
人
の
市
職
員
が
担
当
し

情
報
の
提
供
や
収
集
を
行
っ
て
い

る
例
が
多
い
。
関
係
町
内
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

一
、
障
が
い
者
福
祉
計
画
策
定
作

業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
現
況
は
。

庁
内
横
断
連
携
組
織
と
し
て
、
ま

た
、「
留
萌
の
明
日
を
担
う
子
供
た

ち
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
、
夢
と

希
望
に
あ
ふ
れ
た
環
境
を
つ
く

る
」
を
基
本
理
念
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
こ
ど
も
み
ら
い
チ
ー
ム
の

動
き
が
見
え
な
い
。
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
。
留
萌
市
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
現
在
は

ど
う
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
お
い

て
対
応
を
す
る
の
か
。

噛

松
本
衆
司
議
員
へ
の
答
弁

一
、
五
月
に
国
の
基
本
方
針
が
示

さ
れ
、
実
態
把
握
の
た
め
の
調
査

や
障
が
い
者
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
の
設
置
な
ど
、
年
度
内
策
定
に

向
け
準
備
中
。
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
で
は
、
庁
内
七
十
二
事

業
を
網
羅
。
現
在
六
十
四
事
業
を

達
成
。
今
年
度
は
、
国
が
定
め
た

特
定
十
四
事
業
の
う
ち
子
育
て
短

期
支
援
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
ど
も
み
ら
い
チ
ー
ム
は
、
当
面

子
ど
も
を
め
ぐ
る
情
報
の
共
有
に

取
り
組
む
。
特
別
支
援
教
育
は
教

職
員
の
研
修
、
保
護
者
の
理
解
・

啓
発
、
施
設
見
学
会
を
実
施
。
十

九
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
保
護

者
の
啓
発
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
要
請
、
特
別
支
援
連
絡
協
議
会

の
設
置
を
図
り
た
い

一
、
五
月
十
九
日
に
政
府
は
北
海

道
を
モ
デ
ル
と
す
る
道
州
制
特
区

推
進
法
案
を
閣
議
決
定
し
内
閣
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
が
、
法
案
は

四
月
に
結
実
し
た
素
案
よ
り
、
後

退
し
た
地
方
分
権
の
理
念
が
鮮
明

で
な
く
内
容
は
ま
っ
た
く
不
十
分

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
案
に

対
し
自
治
体
の
首
長
と
し
て
の
責

務
と
住
民
意
向
の
把
握
責
任
が
あ

る
と
思
う
が
評
価
を
伺
い
た
い
。

二
、
子
供
達
が
対
象
と
な
る
凶
悪

犯
罪
は
い
つ
発
生
す
る
か
判
ら
な

い
。
事
件
が
起
き
る
と
当
該
家
庭

は
勿
論
、
人
間
関
係
・
地
域
ま
で

が
崩
壊
す
る
。
そ
の
た
め
に
学
校

の
安
心
と
安
全
の
取
り
組
み
と
、

取
り
巻
く
環
境
と
今
後
の
対
応
は
。

９

噛

工
藤　

葵
議
員
へ
の
答
弁

一
、
道
州
制
特
区
に
つ
い
て
の
議

論
は
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。
住

民
の
意
向
を
十
分
聞
き
な
が
ら
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
基
礎
自
治
体

で
あ
る
市
町
村
の
役
割
り
と
体
制

の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
に

道
州
制
特
区
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
情
報
を
提
供
し
、
意
向
を
把
握

し
て
い
き
た
い
。

二
、
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
教
員
、

児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
て
安
全

教
室
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

登
下
校
時
の
事
故
予
防
の
安
全

マ
ッ
プ
を
つ
く
り
、
保
護
者
と
共

に
安
全
確
保
の
体
制
作
り
を
進
め

て
い
る
。
特
に
今
年
度
は
、
国
の

事
業
で
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
二
名
を
配
置
、
専
門
的
視
点

も
取
り
入
れ
強
化
し
た
い
。

一
、
昨
春
、
留
萌
市
と
中
国
営
口

市
の
首
長
が
会
談
を
行
い
、
今
後

の
交
流
展
開
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
た
が
、
市
政
執
行
方
針
に
は

記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
今
日
ま
で

の
経
過
を
認
識
し
、
交
流
の
展
望

を
切
り
開
く
べ
き
で
あ
る
。

二
、
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト

運
行
中
止
に
つ
い
て
、
市
政
執
行

方
針
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
の

は
何
故
か
。
ス
キ
ー
授
業
や
、
ス

キ
ー
学
校
教
室
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
。
又
、
夏
冬
を
通
し
て
、
ス

キ
ー
場
エ
リ
ア
に
お
け
る
「
再
生

プ
ラ
ン
」
を
早
急
に
策
定
す
べ
き

だ
。

噛

野
崎
良
夫
議
員
へ
の
答
弁

一
、
昨
年
、
市
と
市
民
の
代
表
団

が
営
口
市
人
民
政
府
を
表
敬
訪
問

し
、
二
十
数
年
に
及
ぶ
交
流
の
積

み
重
ね
に
双
方
敬
意
を
表
し
あ
っ

た
。
今
後
、
市
内
国
際
交
流
団
体

が
つ
く
り
あ
げ
た
成
果
を
見
、
市

が
行
う
べ
き
役
割
を
確
認
し
た
い
。

二
、
市
政
執
行
方
針
は
、
私
の
理

念
・
哲
学
、
ま
た
市
の
財
政
等
も

含
め
た
中
で
、
市
民
に
夢
と
希
望

を
持
て
る
よ
う
考
え
た
も
の
。

  
今
後
の
ス
キ
ー
授
業
は
、
リ
フ

ト
の
あ
る
近
郊
の
ス
キ
ー
場
の
利

用
を
検
討
。
低
学
年
の
授
業
は
、

リ
フ
ト
の
使
用
に
つ
い
て
も
検
討

学
校
責
任
者
と
も
協
議
し
た
い
。

  
再
生
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
九

月
議
会
に
向
け
て
方
向
性
を
見
出

し
た
い
。

一
、
持
続
可
能
な
行
政
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
な
マ
チ

と
の
広
域
連
携
の
可
能
性
に
つ
い

て
積
極
的
に
考
え
た
い
。

　
「
旭
川
・
留
萌
港
」
の
声
も
聞
か

れ
る
が
、
空
の
港
を
持
つ
旭
川
と

海
の
港
を
持
つ
留
萌
市
が
お
互
い

に
誘
客
し
合
え
る
広
域
連
携
が
必

要
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
。

二
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

在
活
動
す
る
小
規
模
作
業
所
の
位

置
づ
け
と
自
立
を
支
援
す
る
留
萌

市
の
計
画
を
お
聞
き
し
た
い
。

　

自
立
支
援
策
と
し
て
、
事
業
所

と
作
業
所
、行
政
が
連
携
し
た「
仕

事
ネ
ッ
ト
」
サ
ポ
ー
ト
を
提
案
す

る
が
市
長
の
お
考
え
は
。

噛

村
山
ゆ
か
り
議
員
へ
の
答
弁

一
、
五
月
に
、
両
市
が
お
互
い
を

理
解
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な
連
携

が
で
き
る
か
勉
強
会
を
開
い
て
い

く
こ
と
を
確
認
。
小
・
中
学
生
の

交
流
と
し
て
、
旭
川
市
で
の
林
間

学
校
、
留
萌
市
で
の
海
浜
学
校
開

催
。
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
交
流
。

農
産
物
、
海
産
物
の
収
穫
祭
開
催

な
ど
、
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た

い
。

二
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
委
託
に
よ
り
進
め
、

委
託
先
と
し
て
現
作
業
所
等
を
考

え
て
い
る
。
か
か
わ
り
や
支
援
に

つ
い
て
は
、
運
営
の
助
言
や
財
政

的
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
制
度
や
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

制
度
の
活
用
に
よ
り
雇
用
の
拡
大

に
努
め
る
。

一
、
教
育
基
本
法
は
そ
の
前
文
で

「
憲
法
を
制
定
し
、…
こ
の
理
想
の

実
現
は
、
根
本
に
お
い
て
教
育
の

力
に
ま
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と

述
べ
、
第
一
条
・
教
育
の
目
的
で

「
教
育
は
、
人
格
の
完
成
め
ざ
し

…
」
と
あ
る
。「
基
本
法
」
の
内
容

は
、
現
状
に
照
ら
し
て
も
改
定
す

る
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
ど
こ

か
改
定
の
必
要
が
あ
る
な
ら
示
し

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
小
泉
総
理

が
「
こ
の
よ
う
な
項
目
は
な
く
て

も
い
い
」
と
答
弁
し
た
、「
国
を
愛

す
る
心
情
を
評
価
す
る
と
い
う
項

目
を
設
け
た
愛
国
心
通
知
表
」
と

云
わ
れ
る
通
知
表
、
市
内
で
使
用

し
た
学
校
が
あ
る
の
か
。

二
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減

免
継
続
は
、
福
祉
を
守
る
自
治
体

の
使
命
。
な
ぜ
廃
止
す
る
の
か
。

噛

坂
本　

茂
議
員
へ
の
答
弁

一
、「
現
行
の
教
育
基
本
法
は
制
定

か
ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
、
教
育

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
進
学
率
の
飛
躍
的
上

昇
と
子
ど
も
の
モ
ラ
ル
低
下
や
学

ぶ
意
欲
の
低
下
、
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
低
下
、
若
者
の
雇
用
問
題

な
ど
。
新
時
代
に
対
応
し
た
教
育

基
本
法
を
目
指
し
て
い
る
」
と
国

会
審
議
の
政
府
答
弁
で
、
改
定
の

必
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
通
知
表

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
一
校
あ
っ

た
。

二
、
国
か
ら
、「
低
所
得
者
で
あ
っ

て
も
、
わ
ず
か
な
保
険
料
の
負
担

は
あ
る
べ
き
で
、
免
除
は
そ
の
理

念
に
反
す
る
」
と
、
毎
年
指
導
を

受
け
て
来
た
。
市
の
財
政
再
建
計

画
で
十
八
年
度
廃
止
を
明
示
し
て

あ
り
、
私
も
そ
の
計
画
の
遂
行
に

責
任
が
あ
る
。

Ｑ原
田　

丈
三
議
員

一
、
住
民
自
冶
組
織
に
つ
い
て

二
、
地
域
担
当
職
員
制
度
に
つ

い
て

Ｑ松
本　

衆
司
議
員

一
、
健
康
で
人
に
や
さ
し
い
地

域
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

Ｑ工
藤　
　

葵
議
員

一
、
道
州
制
特
区
推
進
法
案
に

つ
い
て

二
、
学
校
の
安
心
と
安
全
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ野
崎　

良
夫
議
員

一
、
国
際
交
流
の
展
望
に
つ
い

て

二
、
神
居
岩
ス
キ
ー
場
の
今
後

に
つ
い
て

Ｑ村
山
ゆ
か
り
議
員

一
、
新
た
な
広
域
連
携
に
つ
い

て

二
、
障
が
い
者
が
も
っ
と
「
働

け
る
社
会
」
に
つ
い
て

Ｑ坂
本　
　

茂
議
員

一
、
教
育
基
本
法
が
子
ど
も
の

教
育
に
果
た
し
て
い
る
意
義

二
、
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減

免
継
続
は
市
の
大
事
な
役
割

Ｑ坂
本　

守
正
議
員

一
、
冬
期
間
に
お
け
る
雇
用
問

題
に
つ
い
て

二
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
創
出
に
つ
い
て
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平成１７年度　政務調査費の使途報告
 

総　

務　

費

　
　

防
災
諸
費
の
二
十
六
万
八
千

　
　

円
の
中
身
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

　
　

避
難
所
看
板
三
カ
所
に
つ
い

　
　

て
の
移
設
工
事
費
を
見
て
い

る
。

　
　

総
合
計
画
策
定
事
業
の
経
過

　
　

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

市
民
会
議
を
こ
れ
ま
で
十
三

　
　

回
開
催
し
て
、
基
本
構
想
の

精
査
し
て
い
る
。

　
　

職
員
研
修
に
つ
い
て
市
長
の

　
　

考
え
方
を
知
り
た
い
。

　
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
職
員

　
　

の
主
体
的
な
参
加
と
市
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
方
策
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

寄
附
金
活
用
事
業
で
留
萌
港

　
　

の
シ
ン
ボ
ル
的
デ
ザ
イ
ン
灯

台
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
中
身
を
知
り
た
い
。

　
　

東
岸
地
区
に
シ
ン
ボ
ル
的
な

　
　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
る
デ
ザ

イ
ン
灯
台
を
今
現
在
検
討
し
て
い

る
。

　
　

生
活
路
線
バ
ス
の
不
採
算
路

　
　

線
か
ら
の
撤
退
と
い
う
現
状

に
対
し
て
移
動
困
難
者
の
通
院
な

ど
今
後
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

バ
ス
路
線
等
交
通
関
係
に
つ

　
　

い
て
市
民
の
足
と
し
て
重
要

な
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
福

祉
有
償
運
送
と
い
う
制
度
で
対
応

し
た
い
。

 

民　

生　

費

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

改
修
事
業
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

へ
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

　
　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
な
い
。

　
　

留
萌
萌
幼
会
運
営
補
助
金
の

　
　

内
訳
を
知
り
た
い
。

　
　

国
の
基
準
外
の
部
分
に
つ
い

　
　

て
、
市
の
独
自
の
補
助
要
綱

に
基
づ
き
補
助
を
し
て
い
る
。

　
　

精
神
障
害
者
復
帰
支
援
事
業
、

　
　

内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

　
　

精
神
障
害
者
地
域
共
同
作
業

　
　

所
の
交
通
費
助
成
と
、
精
神

障
害
者
回
復
者
ク
ラ
ブ
運
営
補
助

金
と
な
っ
て
い
る
。

 

衛　

生　

費

　
　

子
供
達
へ
の
環
境
学
習
の
予

　
　

定
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

子
供
向
け
の
副
読
本
の
提
供

　
　

な
ど
を
し
て
い
き
た
い
。

 

労　

働　

費

　
　

Ｕ
タ
ー
ン
の
事
業
は
ど
う

　
　

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

促
進
事
業
の
実
施
要
綱
を
Ｕ

　
　

タ
ー
ン
に
限
ら
ず
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｊ
タ
ー
ン
、
採
用
し
た
企
業
に
対

し
て
、
か
か
る
経
費
を
一
定
程
度

助
成
す
る
制
度
で
あ
る
。

 

農
林
水
産
業
費

　
　

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
金

　
　

の
今
年
度
の
内
容
は
。

　
　

人
工
林
と
天
然
林
の
整
備
を

　
　

す
る
た
め
の
支
援
金
で
あ
る
。

　
　

草
刈
り
委
託
料
、
除
雪
委
託

　
　

料
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

中
幌
防
災
ダ
ム
、
タ
ル
マ
ッ

　
　

プ
防
災
ダ
ム
の
管
理
の
委
託

と
堤
体
の
草
刈
り
と
進
入
路
の
除

雪
を
予
定
し
て
い
る
。

 

商　

工　

費

　
　

中
小
企
業
相
談
所
運
営
費
補

　
　

助
金
に
関
し
て
聞
き
た
い
。

　
　

運
営
経
費
の
部
分
か
ら
道
の

　
　

補
助
金
を
差
し
引
い
た
残
額

の
百
分
の
五
十
を
補
助
す
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
。

　
　

商
店
街
賑
わ
い
創
出
支
援
交

　
　

付
金
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

商
店
街
の
方
と
市
民
と
が
協

　
　

働
す
る
形
で
私
た
ち
も
入
っ

た
中
で
ソ
フ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
運

営
と
い
う
よ
う
な
事
業
で
あ
る
。

　
　

旧
日
石
油
槽
所
事
務
所
の
解

　
　

体
工
事
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
理
由
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　

底
地
は
使
用
貸
借
で
、
建
物

　
　

は
贈
与
で
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
解
体
撤
去
を
予
定
し
て
い

る
。

　
　

物
流
環
境
調
査
事
業
費
補
助

　
　

金
百
四
十
万
円
こ
の
内
容
を

知
り
た
い
。

　
　

フ
ェ
リ
ー
就
航
の
期
成
会
と

　
　

道
北
連
合
会
、
そ
の
二
個
所

に
対
す
る
補
助
金
を
、
名
称
を
変

え
て
一
本
に
統
合
し
た
補
助
金
で

あ
る
。

 

土　

木　

費

　
　

日
東
団
地
の
避
難
道
路
の
調

　
　

査
費
用
を
道
路
新
設
改
良
費

の
ど
こ
に
入
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

実
施
設
計
委
託
料
と
い
う
こ

　
　

と
で
、
新
た
な
道
路
の
測
量

及
び
道
路
設
計
を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

避
難
道
路
路
盤
整
備
の
費
用

　
　

は
い
く
ら
か
。

　
　

こ
の
計
画
と
し
て
は
、
六
百

　
　

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

公
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
総
合

　
　

改
善
工
事
に
つ
い
て

　
　

ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
は
、
平

　
　

成
十
四
年
度
か
ら
二
十
三
年

ま
で
の
十
ヶ
年
の
計
画
で
あ
り
、
今

回
は
住
戸
改
善
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

高
規
格
道
路
幹
線
道
の
二
十

　
　

二
万
三
千
円
の
中
身
を
聞
き

た
い
。

　
　

高
規
格
道
路
開
通
祝
賀
会
負

　
　

担
金
で
あ
る
。

　
　

三
泊
港
の
臨
港
道
路
は
ど
の

　
　

辺
の
整
備
を
す
る
の
か
。

　
　

三
泊
地
区
か
ら
埠
頭
に
入
る

　
　

直
線
か
ら
北
側
に
向
け
て
整

備
す
る
。

 

教　

育　

費

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
補
助

　
　

金
の
中
身
が
知
り
た
い
。

　
　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

　
　

し
て
い
る
事
業
で
岩
戸
神
楽

の
衣
装
等
を
買
う
予
算
に
充
て
る
。

　
　

元
町
プ
ー
ル
の
解
体
後
こ
の

　
　

跡
地
利
用
は
何
か
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　

検
討
委
員
会
等
を
設
け
て
方

　
　

向
性
を
考
え
る
。

　
　

遊
具
撤
去
工
事
七
十
万
円
と

　
　

あ
る
が
、
学
校
の
数
と
遊
具

の
数
を
知
り
た
い
。

　
　

小
学
校
四
校
、
遊
具
十
二
基

　
　

を
予
定
し
て
い
る
。

 

歳　
　
　

入

　
　

繰
入
金
が
七
百
十
万
円
あ
る

　
　

が
基
金
の
状
況
は
大
丈
夫
か
。

　
　

代
替
輸
送
確
保
基
金
の
残
高

　
　

は
、
十
八
年
度
末
で
七
千
八

百
万
円
ぐ
ら
い
の
残
高
が
あ
る
。

 

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　

訪
問
調
査
委
託
料
の
こ
と
を

　
　

知
り
た
い
。

　
　

民
間
委
託
が
可
能
と
い
う
こ

　
　

と
で
委
託
料
の
方
に
計
上
し

直
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
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平成１７年度、政務調査費の使途を下記のように報告いたします。

なお、研修・視察内容を記した報告書、並びにそれらに費やした経費の内訳や領収書などの

書類は議会事務局に保管されておりますので所定の手続きにより閲覧することができます。

市 民 連 合
（３　名）

野　崎　良　夫
坂　本　守　正
菅　原　千鶴子

萌 政 会
（６　名）

原　田　昌　男
中　村　才　藏
樋　口　　　隆
珍　田　亮　子
近　藤　明　美
江　澤　順　次

萌芽クラブ
（４　名）

石　塚　正　寛
道　　　重　幸
村　山　ゆかり
松　本　衆　司

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

会議旅費等３７，６２５研修・会議費政務調査費交付金３００，０００交 付 金
８６，４８９図書・資料費会派負担金１，２８２負 担 金

行政視察旅費等１７７，１６８調査・広報費雑 収 入
事 務 費繰 越 金

３０１，２８２計３０１，２８２計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 ３００，０００　－　 ３００，０００　 ＝　０

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高
 ３０１，２８２　－　３０１，２８２　＝　０

〔研修・視察調査費内訳〕
調　査　事　項研修・視察地日　程参加者数経費（円）科　目

道北政治フォーラム北海道中川町Ｈ１７．７．８
　 ～７．９３名３７，６２５研修・会議費

都市公園施設の内容・運営方法等福島県相馬市Ｈ１７．１１．２４
 　～１１．２６３名１５２，１６８調査・広報費

行財政再建計画宮城県角田市

〔図書・資料費内訳〕
説　　　　　　　　　明経費（円）科　目

・現代に生きる故事ことわざ辞典・社会福祉士・介護保険（改訂版）
・教育と国家・地域防災・日本を滅ぼす教育論議・行政を変える
・自治体を担う議会改革・減災自治体の役割・他

８６，４８９図書・資料費

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

研修・会議費政務調査費交付金４００，０００交 付 金
図書・資料費会派負担金３６，８４０負 担 金

行政視察旅費２７６，８４０調査・広報費預金利息１雑 収 入
事 務 費繰 越 金

２７６，８４０計４３６，８４１計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 ４００，０００　－　 ２４０，０００　 ＝　１６０，０００（市に返還）

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高
 ４３６，８４１　－　２７６，８４０　＝　１６０，００１

〔研修・視察調査費内訳〕
調　査　事　項研修・視察地日　程参加者数経費（円）科　目

・コンテナターミナルについて
・アイランドシティについて福岡県　博多港Ｈ１７．１１．２３

　 ～１１．２６４名２７６，８４０調査広報費

・リサイクルポートについて　　　　北九州港
・レトロ地区について　　　　門司港
・ウォーターフロントについて山口県　下関港

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

会議旅費等２８，３５０研修・会議費政務調査費交付金６００，０００交 付 金
５，８８０図書・資料費負 担 金

行政視察旅費４４４，４３４調査・広報費預金利息２雑 収 入
２，７７４事 務 費繰 越 金

４８１，４３８計６００，００２計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 ６００，０００　－　 ４８１，４３８　 ＝　１１８，５６２（市に返還）

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高
 ６００，００２　－　４８１，４３８　＝　１１８，５６４

〔研修・視察調査費内訳〕
調　査　事　項研修・視察地日　程参加者数経費（円）科　目

第５３回北海道女性議員協議会
総会

北海道帯広市
ホテルノースランド帯広

Ｈ１７．８．２５
　 ～８．２６１名２８，３５０研修会議費

教育方針と子ども達の実践活動
について

和歌山県橋本市・学校法人きの
くに子どもの村学園

Ｈ１７．１０．５
　 ～１０．８５名４４４，４３４調査広報費

「ビオトープ孟子」設立の経過及
び活動状況等について

和歌山県海南市・ＮＰＯ法人自然
回復を試みる会ビオトープ孟子

防災の学習・体験施設につい
て

和歌山県和歌山市・和歌山市
消防局防災学習センター

〔図書・資料費内訳〕
説　　　　　　　　　明経費（円）科　　目

・書籍代５，８８０図書・資料費
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猿

総
務
文
教
常
任
委
員
会
猿

【
五
月
二
十
二
日
開
催
】

（
総
務
部
所
管
事
項
）

焔

留
萌
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

焔

平
成
十
七
年
度
の
市
税
外
収
納

状
況
に
つ
い
て

焔

留
萌
市
土
地
開
発
公
社
の
平
成

十
七
年
度
決
算
に
関
す
る
書
類
の

提
出
に
つ
い
て

焔

留
萌
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

焔

留
萌
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

（
総
務
部
所
管
事
項
）

焔

留
萌
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市

町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

焔

土
地
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

焔

第
五
次
総
合
計
画
策
定
、
自
治

基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

焔

平
成
十
八
年
度
補
正
予
算

（
教
育
委
員
会
所
管
事
項
）

焔

留
萌
市
立
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て

焔

留
萌
管
内
食
生
活
教
育
実
践
事

業
に
つ
い
て

焔

キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

焔

地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制

整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て

焔

る
も
い
文
化
遺
産
の
再
発
見
に

つ
い
て

焔

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
指

導
員
等
に
つ
い
て

猿

民
生
常
任
委
員
会
猿

【
四
月
二
十
七
日
開
催
】

北
海
道
立
衛
生
学
院
留
萌
学
習
セ

ン
タ
ー
「
市
立
病
院
隣
」
視
察

【
五
月
十
九
日
開
催
】

（
市
立
病
院
所
管
事
項
）

焔

平
成
十
七
年
度
患
者
数

焔

平
成
十
七
年
度
病
院
事
業
会
計

決
算
の
概
要
に
つ
い
て

焔

平
成
十
八
年
度
診
療
体
制

焔

研
修
医
の
確
保
に
つ
い
て

（
生
活
福
祉
部
所
管
事
項
）

焔

平
成
十
八
年
補
正
予
算
（
案
）

焔

留
萌
市
国
民
健
康
保
険
条
例
施

行
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

焔

留
萌
市
老
人
医
療
事
務
取
扱
細

則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

焔

平
成
十
七
年
度
美
サ
イ
ク
ル
館

稼
動
実
績
に
つ
い
て

焔

町
内
会
等
会
館
建
設
助
成
規
則

の
見
直
し
に
つ
い
て

焔

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

関
係
規
則
の
改
正
及
び
制
定

焔

留
萌
市
母
子
家
庭
、
寡
婦
及
び

父
子
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
事
業
運
営
要
綱
の
一
部
改
正

焔

留
萌
市
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

※
「
平
成
十
八
年
老
人
ク
ラ
ブ
補

助
金
に
係
わ
る
陳
情
」
に
つ
い

て
は
、
趣
旨
採
択
と
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

猿

産
業
建
設
常
任
委
員
会
猿

【
五
月
二
十
六
日
開
催
】

（
経
済
交
流
部
所
管
事
項
）

焔

平
成
十
八
年
度
の
各
政
策
事
業

焔

一
次
産
業
と
水
産
加
工
業
の
取

り
組
み
、
及
び
、
礼
受
牧
場
の
利

活
用
検
討
に
つ
い
て

焔

神
居
岩
ス
キ
ー
場
廃
止
に
係
わ

る
協
議
経
過
に
つ
い
て

焔

地
域
経
済
活
性
化
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

焔

留
萌
港
利
活
用
計
画
の
説
明
、

留
萌
港
開
発
㈱
の
決
算
と
事
業
報

告
に
つ
い
て

（
都
市
環
境
部
所
管
事
項
）

焔

平
成
十
八
年
度
の
各
政
策
事
業

焔

平
成
十
七
年
度
除
雪
対
策
費
の

執
行
状
況
に
つ
い
て

焔

水
道
事
業
に
関
す
る
平
成
十
七

年
度
の
予
算
繰
越
に
つ
い
て

　この議会は、高橋定敏新市長が市政執行方針を述べ・公約を政策

化した補正予算案を提案。さらに祐川正幸教育長が教育行政執行方

針を述べるという新体制のもとでの市政スタートを問う議会でした。

　受ける議員も、１１名が３１項目にわたる内容で一般質問に立つとい

う、近年にない積極性を示していました。その分、議会報の編集子

は作業量が増え嬉しい悲鳴も。

　しかし、前回の「傍聴席」のご意見にある通り、傍聴席に足を運

んで下さる市民の数が多くないことは議会の大きな責任。市民の立

場に立った真摯な質疑と、全議員が一般質問に立つほどの奮闘を迫

る意思表示と受け止めたい。　　　　　　　　　　　（坂本　記）

１３

総務文教常任委員会

民生常任委員会

産業建設常任委員会

集

後

記

編 議会広報特別委員会

委 員 長　 村　上　　　均
副委員長　 松　本　衆　司
　委　員　 珍　田　亮　子
　委　員　 江　澤　順　次
　委　員　 菅　原　千鶴子
　委　員　 坂　本　　　茂

　

大
和
田
町 

西
村 
美
恵
子 

　

六
月
十
四
日
社

会
教
育
委
員
の
自
主
研
修
の
一

環
と
し
て
、
社
会
教
育
委
員
五

名
と
と
も
に
初
め
て
市
議
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
。
議
場
に
は
私

た
ち
の
他
に
数
名
の
傍
聴
者
が

い
ら
し
て
、
議
会
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
市
民
の
方
が
結
構

い
る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

発
言
す
る
議
員
と
答
弁
す
る

市
長
及
び
関
係
の
方
が
対
面
式

で
行
わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
見
る
国

会
の
よ
う
な
野
次
も
無
く
、
他

の
議
員
の
方
も
退
屈
そ
う
で
、

活
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
双
方
の
や

り
取
り
を
見
て
い
て
と
て
も
静

か
な
議
会
で
し
た
。
ま
た
、
国

の
補
助
金
の
使
わ
れ
方
な
ど
も

知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
を
期
に
市
政
に
も
う
少

し
関
心
を
持
ち
、
機
会
が
あ
れ

ば
活
発
な
討
論
が
聞
け
る
と
い

う
予
算
委
員
会
も
傍
聴
し
て
み

た
い
そ
ん
な
気
が
し
ま
し
た
。

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

研修・会議費政務調査費交付金１００，０００交 付 金
図書・資料費負 担 金
調査・広報費雑 収 入
事 務 費繰 越 金

０計１００，０００計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 １００，０００　－　 　　０ 　　　＝　１００，０００（市に返還）

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高　　
 １００，０００　－　　　０　　　＝　１００，０００

留萌公明党
（２　名）

天　谷　孝　行
村　上　　　均

市民・民主ネットワーク
（２　名）

高　橋　信　郎
工　藤　　　葵

無 会 派

沢　出　　　隆

無 会 派

原　田　丈　三

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

研修会旅費等２３，７４０研修・会議費政務調査費交付金２００，０００交 付 金
２５，６１２図書・資料費会派負担金１，１４０負 担 金

行政視察旅費１０１，４４０調査・広報費雑 収 入
事 務 費繰 越 金

１５０，７９計２０１，１４０計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 ２００，０００　－　 １４９，６５２　 ＝　５０，３４８（市に返還）

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高　　
 ２０１，１４０　－　１５０，７９２　＝　５０，３４８　　

〔図書・資料費内訳〕
説　　　　　　　　　明経費（円）科　目

・道高齢者問題研究会資料・生活経済政策関係書籍
・地方自治関係書籍・社会福祉関係書籍・障害者自立支援法書籍・他２５，６１２図書・資料費

〔研修・視察調査費内訳〕
調　査　事　項研修・視察地日　程参加者数経費（円）科　目

平成１７年度高齢者問題セミナー札幌市中央区　道民活動センタービルＨ１７．８．２６１名２３，７４０研修会議費
市町村合併推進のための地域説明会旭川市　上川支庁Ｈ１７．１１．１３１名
平成１７年度高齢者問題研究会（成年後見
制度及び介護保険サービス契約の課題札幌市中央区　北海道医師会館Ｈ１７．１１．１７１名

合併構想策定資料収集及び説明札幌市　北海道議会Ｈ１８．３．３１
　 ～４．１１名

期日前投票、不在者投票（駅構内実施）の調査東京都府中市Ｈ１７．１１．２３
　 ～１１．２５１名１０１，４４０調査広報費

府中市子ども家庭支援センター「たっち」
商店街空き店舗でデイサービスセンターを行っている小樽都通り北海道小樽市Ｈ１８．２．１３

　 ～２．１５１名
学校安全策について（オート六区
や来訪者を映像で確認する等）

札幌市教育委員会
（札幌市立緑ヶ丘小学校）（札幌市立啓明中学校）

支庁再編資料収集札幌市北海道議会

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

研修会旅費５，１６０研修・会議費政務調査費交付金１００，０００交 付 金
７８，６０９図書・資料費負 担 金

調査・広報費雑 収 入
事 務 費繰 越 金

８３，７６９計１００，０００計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 １００，０００　－　  ８３，７６９　  ＝　１６，２３１（市に返還）

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高　　
 １００，０００　－　 ８３，７６９ 　＝　１６，２３１

〔図書・資料費内訳〕
説　　　　　　　　　明経費（円）科　目

・封印される不平等・フリーターとニート・まちづくり
・観光と地域文化の創造・オレ様化する子どもたち
・ほめるな・社会変革する地域市民・少子高齢化の見えない格差
・多治見市の総合計画に基づく政策実行・行政組織と職員の将来像
・市民活動論・他

７８，６０９図書・資料費

〔研修・視察調査費内訳〕
調　査　事　項研修・視察地日　程参加者数経費（円）科　目

講演「歴史教科書に係る諸問題について」札幌市中央区　札幌グランドホテルＨ１７．５．１１１名５，１６０研修会議費

〔支　出〕〔収　入〕
摘　　　要金額（円）科　　目摘　　　要金額（円）科　　目

研修・会議費政務調査費交付金２００，０００交 付 金
４７，５８５図書・資料費会派負担金３１，５３０負 担 金

行政視察旅費１７６，０６７調査・広報費雑 収 入
７，８７８事 務 費繰 越 金

２３１，５３０計２３１，５３０計
（補助金）－（対象経費）＝ プラスの場合返納
 ２００，０００　－　 ２００，０００　 ＝　０

（収入額）－（支出額）＝ 差引残高　　
 ２３１，５３０　－　２３１，５３０　＝　０

〔図書・資料費内訳〕
説　　　　　　　　　明経費（円）科　目

・新日本法規出版追録代　・第一法規追録代・他４７，５８５図書・資料費

〔研修・視察調査費内訳〕
調　査　事　項研修・視察地日　程参加者数経費（円）科　目

・介護予防推進地区
・高齢者等困りごと支援事業東京都千代田区Ｈ１７．５．２３

　 ～５．２６２名１７６，０６７調査広報費

・２００５ＮＥＷ環境展
・エコ･グリーンテック２００５特別講演

東京都江東区
東京ビックサイト

������


